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男鹿半島の中・上部更新統産カシパンウニ類の

「アリストテレスのランタン」化石

渡部 最 ＊

FossilAristotle'sLanternofLaganina(Echinoidea)fromtheMiddleand

theUpperPleistoceneFormations,OgaPeninsula,AkitaPrefecture,Japan

AkiraWatanabe

Iはじめ に

男鹿半島に発達する鮪川I曽・女|Ⅱl智・潟|刈岬な

どの海成中・’三部史新統には，しばしば'Iﾘ<体動物

化ｲ,が多量に含まれており，それらの産地では多

くの場合練皮動物化ｲ」（主としてカシパソウニ知）

もI温められる．

筆門は安'士l順のfe体動物化イiの採集中に，仙然

にカシパソウニ知の「アリストテレスのラソタソ

（以ドラソタンという）」の一部を発見した．ラ

ンタンは化石として残りにくい（大路，1991）と

いわれており，これまでほとんど,''1三物学I-の研

究対象にならなかったようである．しかし亥IIIV1

からの発見を契機に調査を進めたところ,HEの

各地脚hからは比n茂的容易に似られるものである

ことが､ドII明した．

小1術では，これまでに明らかになったカシパソ

ウニ知のラソタソ化ｲiの産地やﾉ准状・形態につい

てその概要を報｛I.-.する．なお化ｲiと比鮫するため

に現'|ﾐの標本を観察したので，はじめにその結果

を述べる．

ウニ緬に関する川i消等については軍井（1974）

にしたがった．

aは｜油i側を,bはド面側を見たものである．ラ

ンタンは各尖端と'!央を結ぶ線によって5個の顎

什に分かれており，各顎骨にはそれぞれ1Hの歯

HI41が付いている．

籾‘'1は'二ﾉﾉあるいは下方から見ると，大まかに

は底辺(綾縁側の辺)がくぼんだ二等辺三角形状

をしている．しかし立体的にはかなり複雑な形を

しているので,1115にいくつかのﾉｱ向から見た状

態を示した．顎骨は段とM様に石灰質であるが，

もろく，非常に壊れやすい

砂浜に打ち｜zげられているﾀ殻では，ランタン

はそのままの形で残っておらず，侵入した砂とと

もに‘槻骨が殻内に遊離して存在している．これは

カシパソウニがﾀﾋ亡すると間もなく，個々の顎骨

をMびつけている筋肉等の腐敗により，ラソタソ

が顎竹の単位に分解するためと,思われる．この場

A-'M付が5個ともそろっていることは少なく,1

fl.'.lも残っていないこともある．顎骨は外界と皿じ

るI',111部の開l」より大きいので，そのままではこ

こから,T,ることはできないにもかかわらず殻内

で弧''1"の数が少なくなっているのは，ラソタソ分

解後，殻が波浪などで動かされることにより顎骨

が破壊されてIllかくなったものと思われる．なお

ﾀ段では歯は瓢'汁に付いてはおらず，殻内に残っ

ていることもほとんどない顎骨からはずれて壊

れたり，殻外に||'たりしたものであろう．

1fl.'.lのランタンを術成する5個の顎骨はほぼ同

-k¥'-4形であるが，位置によって若干の形態差（顎

骨を二等辺三角形と見なしたときの1頁角，底辺の

くぼみの大きさ，歯の納まっている溝に対する左

右の対称性,I憐り合う顎骨の境界ifiiの曲がりなど）

がある．したがってラソタソとして残っていなく

Ⅱ現生カシパンウニのランタン

現ノヒカシパソウニのランタンの形態等観察材料

としては，男鹿､|〈烏南岸船越海岸mia)で採

集したScaphecl"""s生体の乾燥標本を使川した．

Scaphec〃""sのLtfi(反口ifii)fiiuの殻中央部を

取り除くとランタンが観察できる（'叉12).ラソ

タソは星形をしており，五つの尖端は殻上Ifllにあ

る花紋と同じ方向（歩帯方向）にlf1いている，

1*13a。bにH2のランタンを拡大して示した．
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図1資料の産地

A船越海岸（現生資料)B安Ill海岸（安'Ⅲ層)ci美町隔野（潟西1牌）D安Ill海岸（鮪川届)E脇水打ヶ|崎

（鮪川層).1は国土地理院発行2万5千分の1地形w「寒風山」.2は同「北浦」,3-4はI『リ「船越」を使用した．

4のスケールは1－3に共通．

ても,im体から顎骨が5仙御られた場合には，

ランタンの形を復元することが"J能である（図6)

ソウニ類は安Ill胴と’2位の潟lﾉq層（安ⅡI＃'1と潟|凡i

層の定義は，北>ll,1975による）との境界の下位

1inから2mまでの暦準に多く含まれている．こ

の層準のカシパソウニは，殻はよく保存されてい

るがきわめて脆弱になっており，完全な形での採

集はほとんどイく"1能である．したがってI.J定も|水｜

雌であるが，比鮫的保存の良い標本を見るとすべ

てScab〃〃/z"畑sである．なお本1弾ド部において

は，希に＆ﾉ""αﾉてichniusも熊している．

Ⅲ安田層と潟西層のランタン化石

安Ill層は男鹿半島北岸安ill海岸を膜式地とする

上部更新統である．模大地では本州は厚さ約10m

で層理不|ﾘ11僚な砂層からなる.+部に洞爺火mix

(Toya)を挟み，軟体動物化ｲiに富む．

安田海岸では林皮動物化石も多く，特に力シバ
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ﾘ)雌半島の中．｜部ﾘｴ新統産カシバンウニ類の「アリストテレスのランタン」化石

」漠式地の安Ullfl(図1B)から微小な'Iﾘ<体動物

化石を採集するため，カシパソウニ類の暇富な層

準の砂を論にかけたところ，怖上に軟体動物の殻

とともに顎骨が残った．その層準から肺によって

これまでに十数個採集されたが，野外では，カシ

パソウニの殻の断面，すなわち殻内に顎什がｲ『ﾆ在

している状況が観察された．

安旧層産の顎骨を図7－10に示した．小型のも

のが多く，かなり摩耗の進んだものも見られるが，

形態的に船越海岸産のScabhec"加"sの顎骨と区

別ができない．

潟西層のランタン化石は，いわゆる釜谷地相

（潟両層団体研究グループ,1983)と呼ばれる部

分に含まれていた（図1C).釜谷地ｲ:Hは潟西層

の中の特殊な層相の部分であり，軟体動物化石に

富む(Huziokaetal.,1970;渡部,1977).A

シパソウニも含まれているが安田層同様完全な殻

を採集するのは難しい比絞的良好な標本の観察

からはScaphech加況sに|司定するのが妥当と思わ

れる．本層からは安田層での採集と同じく肺によっ

て顎骨が得られた．形態的には安田層巌とほとん

ど|F1じであり，船越海岸旅のScaphec〃"〃sの'顎骨

と区別できない．

Ⅳ鮪川層のランタン化石

鮪川層は安ill層の直下位の中部更新統であり，

女'11海岸を模式地としている模式地における本

隅は主として砂層からなり,21曹準に'Ill炭隅を挟

む．亜炭層を境界にして卜部・中部・’部に区分

すると，中部とI部に軟体動物化ｲ,を多岐に含む

化ﾌ(,)曹があり,I部の化石屑（図1D)ではカシ

パソウニ（すべて圧"加arac加加s)のm休数も多

い特に個体数の多い層準をTakayasu(1962)

は＆"加αrac/"""5zoneと呼んだ．

この層準に含まれているEch加〃極c〃""sは殻

が非常に良く保存されており，完全なm体も多く

採集できる．その殻内には‘叛骨が5個残っている

ことも珍しくない．時には顎什中央のmに|紫Iがそ

のまま納まっていることもある．

顎骨はほとんどの場合，現生の死殻の場合と同

様，殻内で顎骨が遊離した状態にあるが，これま

でI洲査したiで1例だけランタンの形からあまり

－3－

‘顎骨が移動していない状態のものが得られた（図

11).この例では,5個中4個までの顎骨に歯が

付属しており，残りの111‘11の歯も，歯の外れた顎

骨の傍に存ｲEしていた．

この標本によって，＆〃ﾉ”γαc/"z〃sのランタ

ンを復元することができた（図12).これを現生

Scaphec"""*s(図3,6)と比べると，星形であ

ることは共jmであるが，尖端と尖端のIn]のくぼみ

が浅く／,丁<¥形に近いなどの相違がある．また個々

の‘顎骨のlHlには船越海岸産のScaphecﾉz加況sに見ら

れるような形態の違いがあるので，1個体から5

個の顎骨が得られた場合にはラソタンの形に並べ

ることが可能になった．

一つの‘顎骨をいくつかの方向から見た状態を図

13に示した．これは図4の現生Sea"ん“〃池/sの

1顎骨とM部位の顎骨であるが，両者を比較すると

＆ん加arachniusの方が，底辺のくぼみが小さく全

体が分厚いなど，かなり大きな形態的差違が認め

られる．

盈師ﾉ"ﾉ〃〔z"加sの歯を図14に示した．

男鹿半島南岸脇本付近にも鮪川層は分布してい

る．模式地|司様砂層を主とし，2層準に唖炭層を

挟む．この地域では本層上部に多量の献体動物化

ｲiが含まれている．打ヶ崎の産地（図IE)では

一部の層唯で石灰分が豊富で，石灰により砂が部

分的に問紬している．

カシパソウニはこの層準に多く，観察されたす

べてのm体が＆ん伽aracん"伽sである．石灰分の

沈着により砂粒が殻表Ifllに強く付着し，十分にク

リーニソグができないこともある殻はよく保存

されてはいるものの，ほとんどの個体で下面の殻

の｢|'央部がI'l形状に破壊され，上面側に落ち込み，

くぼんでいる．殻内部には顎骨が残っていること

が多いが,F面の殻のくぼみの程度が大きくなっ

た個体では雌くなっている．

‘顎骨は単体で取り川せることもあり，石灰分に

よって,ilR・下面のどちらかの殻に固着して取

れなくなっていることもある(1*115).単体で顎

冊が取り川せる場合であっても，砂粒の付着によっ

てクリーニングができないため，詳糸Illな観察は不

Ml能である．
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図2－6現生Scaphecﾉ"""sのランタン産地：船越海岸

2Scapﾉz“〃加"sの殻内にあるラソタソ（×1.5)I､が前方．

3a,bSea鮒αノル"《sのラソタソ（×4図2のラソタソを拡大して示した．aランタンの上面：尖端から'!央にI-1か

ら線が顎骨どうしの境界．顎骨の''1典にある肋状に見える部分はft.-hがiIjﾉ丁.bラソタンの下ifii'¥'央の空|削に突

き出しているのは歯、上が前方．

4Scaphaﾉ"""sの歯（×6)左端が先端，上が｜方．

5a－fS“肋2c/"""sの顎骨（×4)ランタンの<¥で最も後部にあるl佃の瓢itをいくつかの方向から見て示した．

ahlfli(上が前方),中央の碑に州が納まるb斜めliil方から(I鳥がIJJ)．c斜め後方から(IきがI-Ji).

dKil(J君がHI]ﾉ;).e斜め後ﾉﾉから（上が下方）．f斜め前ﾉ)からI!-.が卜．方）

6Sc､αがlα/"""sのランタンの復元（×4)1個体の殻内から得られた5Ⅲの顎'[.I'をラソタソの形に並べた．ラソタソは顎

骨どうしが滞接しているが，この図では位世による顎骨の形の違いが見やすいように間をあけた．上が前ﾉJ.

図7－15化石のラソタソ（次ページ）

7－LO安旧層産顎骨（×6)産地:4:111海岸．いずれも｜畑．

11Ecﾉ""αﾉ'“〃"/"sの殻内でほぼラソタソの形をとどめている5個の顎骨（×1.5)産地：安Ill海岸（鮪川1弾）．｜が前ﾉJ.

5個の顎骨のうち，歯のはずれたl佃が逆向きになっている．そのイi隣の瓢骨は約90．イINりに回転している．はずれた

伽は逆I'1きになった顎骨の左'二にある．

12Ec〃"”α(･/"""sのラソタソの復元（×4)mnの5(iの顎骨をラン筏ソの形に並べた.M6と同様，糊'IIどうしの旧1を

あけてある．

13a-fEcﾉ""〃αﾉ"r"ｲsの顎骨（×1iランタンの'!で燈も後部にある1個の顎'汁をいくつかの方向から兇て,j§した．

厳地：安田海岸（鮪川層).al-.lfli(1君が前方).b斜め前jから'I党が'1方).c斜め後方から(_hがL方）

dドIlli(上が前方).e斜め後ﾉ．から（上が下ゾﾉ．).f斜めfillﾉから(I-.が下方）

14Ec〃加”“ﾉ"""sの歯（×6i産地：'友Ill海岸（側j川層上部).左端が先端,J為が｜方．

15Echinarac〃"."sの殻内にある顎骨（×3)産地：脇本打ヶl崎（鮎川W).石I火分により顎骨が砂粒とともに殻（上

面内側）に付着している状態．顎骨にも砂粒が強く付着していて取れない．

－4－
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Vおわりに

小論では男鹿半島の中・上部更新統から得られ

た資料により，秋田県産の化石としてはこれまで

報告のなかった，カシパソウニ類の「アリストテ

レスのランタン」の産状や形態を述べた．主要な

点をまとめて列挙する．

lこれまでに模式地の安田層，若美町福野の潟

西層中の釜谷地相，模式地の鮪川層上部，脇本

打ヶ崎の鮪川層上部からラソタソを構成する顎

骨が得られ，産地によっては歯も得られた．模

式地の鮪川層上部では，保存の良いカシパソウ

ニ化石の場合，殻内部にはほとんど確実に顎骨

が残っている．

2ランタンはその形をとどめていることはなく，

顎骨の単位に分解している．

3ラソタソを構成する個々の顎骨には，ラソタ

ソ上の位置に応じて形態的な特徴があるので，

1個体から5個の顎骨が得られた場合，もとの

ラソタソの形に並べることができる．

4ラソタソや，ラソタソを構成している顎骨は，

Scα坤匪賊""sと盈航"αrac""畑sで形態的な違

いが認められる．

－6－
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